
判決文の不当性はこうだ！
○会社の文書を窃盗したと立証できる証拠は

一切ないこと！

○監視カメラには、犯行に結びつく映像はない！

○指紋採取したにもかかわらず、それを証拠とし

て提出していない！

当たり前だ！窃盗した事実はないのだから！

このことを説明しろ

検察の主張だけ認めて、

証拠が無いのに何が有罪だ！

私たち名古屋地本は、不当判決を許さず

完全無罪を勝ち取るため

さらに闘いを強化していく！
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